
○めざす学校像
『ひとりひとりを生かす学校、規律ある美しい学校、みんなで力を合わせやり抜く学校』

連休明けからは、以下の通り各学年が校外学習や宿泊教室を実施します。

コロナの影響はありましたが、これまでの内容を変更しながらも実施してき

ました。時代は、個別の個性を伸ばす教育の大切さにフォーカスされるよう

になってきています。でも学校行事は、一人ではできない、家ではできない、

生徒だけでできるものでもありません。この集団活動にこそ協動的な体験か

らの学びがあり、大きく生徒たちが成長する場面が設定されます。一回り大

きく成長する姿を期待しています。

【１年生】伊賀の里 モクモク手作りファーム

：ソーセージ手作り体験、ミニブタショー、

バーベキュー

：①時間やマナーを守って行動し、集団行動

の質を高めよう。

①グループでの調理体験を通して協力すること

の大切さを学び、クラスや班の絆を深めよう。

③「いのちをいただくこと」について考えを巡らせるとともに、

いただく「いのち」に感謝の気持ちを持とう。

【２年生】国立淡路青少年交流の家
：カッター訓練・学年レクリエーション

･球技大会･大鳴門橋記念館

：①集団行動の基本を身につけよう。

②新しい仲間と交流し、絆を深めよう。

③泊を伴う中で、基本的な生活習慣を身に

つけよう。

④普段の学校生活では経験できないような体験をし、今後に生かそう。
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１校外学習(8日）・２年生宿泊教室(14～15日)
３年生修学旅行(8～10日)

【３年生】 沖 縄 方面

：ひめゆりの塔、ガマ追体験、

平和祈念公園、マリン体験、美ら海水族館

：①沖縄の歴史に主体的に触れ、戦争の

悲惨さと平和の大切さを実感する。

②沖縄の人々や文化(風俗･言葉･建物･食)

に触れ、自らの見識を広げる。

③沖縄の自然を満喫し、自然を大切にする心を育てる。

④仲間とともに活動することにより協力することの大切さを

再認識する。

⑤集団行動のルールを守り、公共心を育てる。

月に一度、生徒会

・教員・(PTA さん参加

の時も )が、『オアシ

ス運動』いう名称で生徒の登校時間に合わせ

て挨拶運動を行っています。ここ数年のコロ

ナの影響もあるのか、以前に比べて元気のい

い明るい挨拶が少なくなっています。５月８日よ

り、コロナも５類の枠組みとなりインフルエンザ

と同様の対応をしていくとなりました。さあ、も

う一度、気持ちの良い元気な挨拶が飛び交う学校

にしていきましょう。今年も、本校の生活目標の

一つである“礼を尽くす!”を再認識して生活しま
しょう！。学校の雰囲気は自分が創ります。

各学年行事も一段落し、学級の絆の核

ができたことだと思います。これからは、

学級をベースにさらに

様々な活動を経験して堅固な絆にしていきましょう。そこで、

５月２２･２３日は、今年度初めての定期テストです。１年

生は初めてのテストです。２年生はいよいよ２年後の進路資

料準備が始まります。３年生は進路選択の力を確認し一層目

標に向けての確かな力につなげていきましょう。

各自、計画的に学習準備を始めましょう！

心にオアシス 笑顔でオアシス

オ 思いやりの気持ち おはよう

ア あたたかい気持ち ありがとう

シ 親切な気持ち 失礼します

ス 素直な気持ち すみません


